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 第１節 問題意識 
 第２節 先行研究 
第１章 身分社会の形成過程 
 第１節 身分制の確立以前 
 第２節 身分制の確立とその流動性  
 第３節 琉球と朝鮮の儒家思想 
 第４節 儒家思想と身分ー琉球と朝鮮の比較 
第２章 琉球士族（サムレー）と朝鮮士族（両班） 







 第２節 姓の意義 
 第３節 朝鮮における本貫と系派 
 第４節 祖先崇拝儀礼 
第４章 琉球と朝鮮における身分と職業 
 第１節 朝貢品の制作と職人の地位 
 第２節 商業の展開と商人の地位 
 第３節 技芸（芸能）に携わる者の地位 























































身分の固着化が進んで 17％になっていること、それに対して琉球は 18 世紀初頭までに身分制
が血統によるものとして確立し、その後、新参士族を認めるようになるので、後になるほど新
参士族の割合は増えるはずである。つまり、琉球は身分の流動化が進んだ挙句の数字が 11％で
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琉球古来の村落共同体倫理と並存できる限りの観念的道徳律の主張にとどまり、人々の日常の
行動を全面的に規制する原理にまで徹底することはなかった」、というものであった。指摘さ
れてみると違和感のないことではあるが、しかしこれこそ本論文の研究の中心的成果であり、
従来の研究では視覚化されなかったことである。 
 一方で、本論文の短所と思われるのは、各章の論述に精粗があること、細かい事実の記述が
全体として何を証明しようとしているのか意図が見えにくい箇所があることである。琉球と朝
鮮の漆器製作に関わる記述と手工業職人の地位の問題とが論理的に整理された形でつながって
いない、あるいは朝鮮の本貫、系派、輩行字が門中の対外的・対内的秩序づけに寄与するもの
であることが、門中の機能とどのように関わるかの論述が説得的に展開されていない、など改
善すべき点であると思われる。儒学思想についても、人格主義的側面と関係秩序主義的側面と
図式化されるが、本論文にとって重要な視点に関わるだけに、もう少し踏み込んだ儒学理解の
上に立って展開されるべきであった。 
ただ、最初に述べたように、本論文は歴史研究そのものとも儒学思想研究そのものとも言え
ず、比較研究の視点として歴史、思想とも最小限のかつ大概の理解に立つものであることも考
慮しなければならないであろう。 
 
【結論】 
 審査小委員会は、金正華氏提出の学位請求論文『近世琉球と朝鮮における士族社会－身分制・
門中形成を中心として－』を上記のごとく評価し、本論文提出者が博士（学術）の学位を授与
されるに十分な資格を有するとの結論に達した。 
 
